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【背景】細胞内グルタチオンは細胞内における主要な抗酸化物質であり、15-リポキシゲナー

ゼ(15LO1)によって産生されるヒドロキシリン脂質の蓄積を阻害することで細胞を細胞死から

守る働きをもつ。 

 

【目的】喘息における細胞内グルタチオン濃度と喘息重症度、Th2 系炎症との関連を明らか

にする。 

 

【仮説】喘息における細胞内グルタチオン濃度は喘息において低く、その原因はグルタチオ

ン産生および代謝の変化である。 

 

【方法】喘息患者および健常者のヒト気道上皮細胞 26 例が経気管支鏡で採取された。細胞

内グルタチオン値、酸化型グルタチオン値、15LO1 タンパク発現量、グルタチオン産生に必

要な前駆物質を輸送する SLC7A11 タンパク発現量が ex vivoまた in vitroで測定された。

また、ヒト気道上皮細胞は 15LO1インヒビター、ノックダウンによる治療をされた。 

 

【結果】ex vivoにおいて、喘息患者の気道上皮細胞は健常者に比し、細胞内グルタチオン値

が低かった。この細胞内グルタチオン値は呼気 NO、FEV1、15LO1 タンパク量と有意に相関

した。IL-13は細胞内グルタチオン値をさげ、15LO1タンパクおよびSLC7A11タンパク発現量

を増加させた。15LO1を阻害することで、細胞内グルタチオン値が増加した。 

 

【結論】喘息患者の気道上皮細胞は細胞内グルタチオン値が低く、15LO1 経路がその機序

に大きく関わっている。 

 

  


